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広 　 報 　 い 　 な 　 が 　 わ 平成１９年( 2 0 0 7年)３月１５日

静思館文化事業

＜静思館寄席＞ �とき ３月2 5日

（日）午後２時～　�ところ 静思

館　�出演桂米朝一門（桂米平ほ

か） �定員先着3 0人　�参加費

1 , 0 0 0円　�申込・問合せ文化協会

事務局（�766－0013）

第8回猪名川書法展

�とき３月3 0日（金）～４月１日

（日）午前1 0時～午後５時（１日

は午後４時3 0分まで） �内容

小・中学生から一般まで全2 3 0点

展示　�ところ日生住民センター

�主催文化協会　�問合せ猪名川

書法会難波宅（�766－1575）

平成1 9年度登録子育てグルー

プの会員
登録子育てグループは、０才か

ら就園前の子どもと保護者が一緒

に遊んだり、季節の行事やお誕生

会などをしたり、親子のふれあい

を大切にみんなで楽しく子育てす

るグループです。活動は、地域の

会館や公園を使用し自主的に行っ

ています。

�問合せ入会希望者は子育て学習

センター（�766－7800）

消防団員～女性団員も歓迎～

町消防団では、男女問わず消防

団員を募集しています。水火災な

どの災害から町民の生命・身体・

財産を守るため一緒に活動しませ

んか。

�待遇年報酬・出動手当など　�

貸与活動服・アポロキャップ・長

靴など　�その他表彰・公務災害

補償・退職報償金・福祉共済など

�問合せ消防本部（�766－0119）

第2 0回しいたけカップテニス

大会の参加者

�とき４月1 5日（日）午前９時～

午後５時（雨天時は同29日に順延）

�ところスポーツセンターテニス

コート　�募集人数ミックスダブ

ルス先着3 2組　�参加資格オープ

ン（ただしコーチ・全日本クラ

ス・本大会優勝者は不可） �参

加費１組4 , 5 0 0円　�申込方法往復

ハガキにペアの住所・氏名・電話

番号を記入し、４月６日までに川

辺郡テニス協会（〒6 6 6－0 2 9 9猪

名川郵便局私書箱第７号） �問

合せ生島宅（�766－3962）

平成1 9年度第1回警察官採用選

考試験

�募集人数 男性＝約 2 8 0人、女

性＝約2 0人　�募集期間３月2 8日

～４月1 6日　 �試験日 ５月 1 3日

（日） �申込・問合せ川西警察

署（�755－0110）

平成1 9年度尼崎歯科専門学校

の学生

�資格高等学校卒業者（卒業見込

み含む） �学科 歯科技工学科

�定員男女3 0人　�試験日３月2 4

日（土） �検定料1 5 , 0 0 0円 �

申込・問合せ同校（�0 6－6 4 3 6－

3005）

小学生バドミントン1日体験教室

�とき・ところ①３月1 7日（土）

午後３時～同５時・文化体育館

②３月3 0日（金）正午～午後２

時・文化体育館　③４月１日（日）

午前９時～同1 1時・スポーツセン

ター　�対象小学校新１～６年生

（※新１・２年生は保護者同伴の

み可） �定員各2 0人　�参加費

１回 1 0 0円　 �持ち物 ラケット

（無い人は貸し出し可）、シューズ、

運動のできる服装　�申込・問合

せ黒石宅（�7 6 6－2 5 7 4※夜間の

み）・田村宅（�7 7 4－8 1 3 5※夜

間のみ）

バドミントン初心者教室

�とき ４月１日・同８日・同1 5

日・同2 9日・５月６日・同1 3日、

いずれも日曜日の午後１時3 0分～

同４時（参加回数は自由、教室終

了後自由練習有り） �ところ文

化体育館　�対象高校生以上　�

参加費無料　�持ち物運動のでき

る服装、体育館シューズ（ラケッ

トは協会で準備） �申込当日会

場で受付　�問合せ町バドミント

ン協会富田宅（�766－4585）

都市計画審議会を開催

�とき３月2 9日（木）午前1 0時～

�ところ生涯学習センター　�内

容委嘱状の交付、都市計画にかか

る経過報告など　�傍聴定員1 0人

（開始1 5分前までに会場へ） �

問合せ都市整備課（�766－8704）

平成1 9年度より水道料金のク

レジットカード払い開始
水道料金の納付について、５月

から（４月分料金）クレジットカ

ード（ＪＣＢ・ＶＩＳＡなど）に

よる支払が可能となります。

�問合せ業務課（�766－8716）

町役場の昼の休憩時間が変更
住民サービス向上のため、４月

１日から昼休み時間を、１時間か

ら4 5分間に短縮し、正午から午後

０時4 5分に変更します。なお、昼

の窓口業務（各種証明書など）に

ついては、引き続き行います。

�問合せ総務課（�766－8708）

迷惑駐車防止標語の優秀作決定
川西地域交通安全活動推進委員

協議会が募集していた迷惑駐車防

止の標語には、川西市・猪名川町

の3 5人から6 3件の応募がありまし

た。その中から、つつじが丘在住

の方の作品「迷惑駐車　あなたが

よくても　みんなが困る」が最優

秀作に決定しました。表彰式は３

月1 7日の川西・猪名川交通安全フ

ェスティバルで行われます。

�問合せ 生活環境課（ � 7 6 6－

8712）

宝くじの助成事業
猪名川荘苑自治会では、全国自

治宝くじの普及広報事業の助成を

受け、自治会館改築にあわせ、管

理用備品および健康増進器具の整

備をしました。

�問合せ 企画政策課（ � 7 6 6－

8711）

クリーンセンターの嘱託職員

�募集人員１人　�資格3 6歳位

まで　 �勤務開始日 ４月から

�勤務内容ゴミ収集および処理

作業　�賃金月額1 9 7 , 8 0 0円　�

申込・問合せ市販の履歴書に必

要事項を記入し、３月2 0日まで

にクリーンセンターへ持参　�

問合せ同センター（�768－0818）
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町では、新聞・テレビなどで

報道されている高病原性鳥イン

フルエンザの発生にともない、

危機管理の観点から情報収集活

動を行います。鶏・カモ類を飼

育している人は飼育数などを報

告してください。なお、本町に

おいては県姫

路家畜保健衛

生所による巡

回調査が１月

に実施され、

異常がないこ

とが確認され

ています。

�調査対象鶏・カモ類　※飼育

数については少数でも報告して

ください　�報告期限３月3 0日

まで　�報告先農林商工課

高病原性鳥インフルエンザに
ともなう調査を実施します

問い合わせは、農林商工課

（�766－8709）へ。
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�２月2 5日、中

央公民館で第５

回公民館フェス

タが開催されま

した。公民館を

拠点とする公民

館登録グループ

が、日頃の活動の成果を

発表する場として行われ、

絵画・陶芸・手芸などの

展示のほか、詩吟やコー

ラスの歌声、大正琴やギ

ター・マンドリンなどの

音色が館内に響きました。

日頃の成果を披露


